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事故・災害防止、安全教育、安全管理

人間科学で創る安全社会： 
ヒューマンファクターからレジリエンスへ

研究の概要
本研究分野は、人間の心理と行動の科学的理解を通じて、現代社会

に内在する多様なリスクを低減し、安全行動を促進することを目的と
している。特に交通場面を中心に、産業・医療・教育などの現場で発
生する事故やヒューマンエラーの心的過程を明らかにし、安全で快適
な社会の構築を目指す。実験室内での心理学実験や行動観察、企業・
行政との調査等を組み合わせ、行動経済学や認知科学の知見を応用し
て安全管理手法や安全教育プログラムを開発するなど、実社会で役立
つ行動科学的手法を探求している。また、Safety Ⅱの理念に基づき、
人と組織が変化や不確実性に柔軟に対応し、安全を維持・再構築でき
る「レジリエンス」の強化にも取り組んでいる。

 ▍ 研究の背景と結果
現代社会では、システムの高度化に伴い、機械的故障よりも人間の

不注意や判断ミス、組織内コミュニケーション不全といったヒューマ
ンファクターが事故の主因となっている。この点を踏まえ、交通・産業・
医療・教育など多様な領域で、事故防止と行動変容に関する実証的研
究を展開している。

第一に、「リスク認知の個人差とバイアス」に関する研究では、運転
者の経験や感情がリスク認知を歪めることを明らかにした。ベテラン
ほど過信により事故リスクを低く見積もる傾向があり、VR 体験学習な
どメタ認知能力を向上させるための介入で、そのバイアスを矯正でき
ることを実証した。この成果は、運輸業界や保険業界における運転者
教育に応用されている。

第二に、「Safety Ⅱに基づく安全行動定着」の研究では、事故防止
中心の Safety Ⅰから、安全状態の維持・強化を重視する Safety Ⅱへ
のパラダイムシフトに基づくアプローチを行っている。指差呼称など
の安全行動を「褒め」で定着させるなど、ポジティブなフィードバッ
クを主体とした安全管理体制を導入することで自発的な安全行動の増
加を確認した。さらに、怒りや焦りを抑える「感情コントロール教育」
を開発し、バス乗務員や医療従事者の冷静な判断を支える心理スキル
向上を確認している。これらは、安全管理を「義務」から「価値」へ
転換する行動科学的基盤を形成した。

第三に、「子どもの事故予防」研究では、発達段階に応じた危険認知
力と保護者・教育者の安全意識の関係を分析し、教育的介入モデルを
構築した。成果として、一般向け書籍の出版や自治体・学校での啓発
活動を通じ、科学的知見の社会実装を進めている。

これらを統合し、本分野は「安全」を個人の努力だけでなく、行動・
文化・システムの相互作用で支えられるものとして再定義している。
レジリエンス・エンジニアリングの理念に基づき、人と組織が変化や
不確実性の中でも安全を維持できる仕組みづくりを行動科学的に探究し、
リスク管理の新たなパラダイムを提示している。

 ▍ 研究の意義と将来展望
安全行動学は、事故を減らすにとどまらず、社会全体のウェルビー

イングと持続可能性を高める意義を持つ。安全性の向上は、企業では
生産性や従業員定着率の改善、行政では交通事故削減や市民の安心感
醸成に寄与する。また、Safety Ⅱとレジリエンス・エンジニアリング
の視点から、人と組織が変化やトラブルに適応し、安全を維持・強化
できる「しなやかな安全システム」の構築を行動科学で支援する。将

来は、①現場実践に基づく教育・介入モデルの深化、②産業横断的な
安全標準化への貢献、③レジリエンス強化を目的とした実務家との協
働拡大を進め、安全で豊かな社会の実現を目指す。
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